
国会における臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律  

に関する主な垂疑について  

（※ 衆議院本会議及び参議院本会議における中間報告より抜粋）  

○親族への優先提供について  

・公平性の確保という臓器移植法の基本理念に反するのではないかとの意見に対しては、   

臓器移植を待っている身内の方がいる場合、その身内に臓器を提供したいという気持   

ちにも配慮すべきとの観点から、その範囲を親子と配偶者に限定しつつ、親族への優   

先提供を認めることとしたとの答弁。（5ページ参照）  

○小児からの臓器提供について  

・虐待を受けて脳死となった児童からの臓器摘出を防ぐ手だてをどうするのかとの質疑   

に対し、主治医による診察等である程度の防止が図られるが、外部機関への委託等を   

含めた検査の仕組みも考えられるとの答弁。（5ページ参照）  

○意思不明者からの臓器提供について  

・本人の生前の意思が不明であっても家族の承諾で臓器移植を可能とすることとした理   

由は何かとの質疑に対し、身近な家族が本人の意思をそんたくすることが本人の意思   

の尊重につながるものであり、諸外国の立法例でも多くの国が家族の承諾で臓器移植   

を可能としていることから、そのような仕組みにしたとの答弁。（5ページ参照）  

一本人の意思が不明の場合に遺族の承諾による臓器提供を認めるのはなぜかとの質疑に   

対しては、臓器提供数が少ない状況で海外渡航移植や生体間移植が行われているとい   

う現状がある一方で、最近の世論調査の結果等から、家族の承諾で脳死判定、臓器移   

植ができるということにつ 

（10ページ参照）  

○脳死を人の死とすることについて  

・脳死を人の死とすることに社会的合意ができているのかとの質疑に対して、平成四年   

の脳死臨調の最終答申において、脳死を人の死とすることについてはおおむね合意が   

得られており、新聞社の世論調査の結果においても、脳死を人の死と判定してよいと   

の回答が約六割に達しているとの答弁。（4ページ参照）  

一卜   



・「脳死した者の身体」を定義した条文を改正して脳死を人の死と法律で規定しているの  

ではないかとの指摘に対し、法的脳死判定は臓器移植を行う場合に限定されており、  

法的脳死判定については本人または家族が拒否できる仕組みとなっているとの答弁。   

（4～5ページ参照）  

・第六条第二項の脳死した者の身体の定義において、「その身体から移植術に使用される  

ための臓器が摘出されることとなる看であって」との文言を削除したのはなぜかとの  

質疑に対し、脳死は人の死であることについておおむね社会的に受容されているとす   

る脳死臨調の最終答申や近年のアンケート調査の結果を踏まえ、脳死は一般に人の死  

であるとの考え方を前提に、この考え方によりふさわしい表現となるよう文言を削除   

したとの答弁。（10ページ参照）  

○その他の事項について（10ページ参照）  

・第六条第二項の脳死した者の身体の定義の変更が実際に臓器移植にかかわる家族に与   

える影響  

・子どもの意思表示と親の代諾について子どもの年齢に応じたきめ細やかな対応が図ら   

れる必要性  

・被虐待児からの臓器提供を防止する方策  

・長期脳死事例に対する認識  

・臓器提供者の家族に対する心のケアの重要性  

・臓器移植に関して知的障害者等の権利が侵害されないようにすることの重要性  

・生体移植に関する法整備の必要性  

等  

ー2－   
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日
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付
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鮨
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移
他
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関
す
る
法
律
の
一
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を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
六
 
 

十
四
回
国
会
、
中
山
太
郎
君
外
玉
名
提
出
）
．
臓
辞
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移
植
に
関
す
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国
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一
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植
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す
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す
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十
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出
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、
臓
器
の
移
植
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す
ろ
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律
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一
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る
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第
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一
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一
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提
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器
の
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植
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法
律
の
一
 
 

部
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改
正
す
る
法
排
寅
（
第
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十
八
回
国
会
、
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平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
 
 
 

午
後
一
時
 
本
会
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田
誠
一
番
外
二
名
蟻
出
）
及
び
暇
捏
の
拶
仙
に
閲
す
 
 
 

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
帥
棄
（
根
本
匠
君
外
 
 
 

六
名
提
出
）
に
つ
い
て
の
悍
生
労
働
委
且
蛙
の
中
開
 
 
 

報
告
 
 

厚
生
労
働
委
艮
長
の
中
岡
棚
告
に
聞
述
す
る
中
山
太
郎
 
 
 

君
、
石
井
啓
一
百
、
阿
部
知
子
封
及
び
成
木
匠
晋
の
 
 
 

発
雷
 
 

平
成
二
十
 
1
 
年
六
月
九
日
 
 ○

谷
公
一
宅
 
中
間
珊
告
を
戒
め
る
動
捕
を
提
出
い
た
し
 
 

ま
す
。
 
 
 

こ
の
際
、
何
生
労
働
費
艮
会
に
お
い
て
禰
宜
中
の
耶
百
 
 

六
十
四
回
闊
会
、
中
山
太
蝕
君
外
玉
名
提
出
、
臓
毘
の
移
 
 

植
に
閲
す
る
法
紺
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
い
わ
ゆ
 
 

る
A
案
）
、
第
百
六
十
四
回
国
会
．
石
井
啓
一
首
外
一
名
 
 

提
出
．
臓
鹿
の
移
植
に
閲
す
る
法
排
の
一
郎
を
改
正
す
る
 
 

法
緋
案
（
い
わ
ゆ
る
B
案
）
、
第
百
六
十
八
回
囲
会
、
企
田
 
 

誠
一
署
外
二
名
藻
出
、
拭
給
の
抄
帆
に
関
す
る
法
律
の
一
 
 

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
い
わ
ゆ
る
C
尭
）
及
び
根
本
匠
省
 
 

外
六
名
掘
出
、
畷
粉
の
移
植
に
関
す
る
法
印
の
二
部
を
改
 
 

正
す
る
法
律
嚢
（
い
わ
ゆ
る
D
寮
）
の
四
棄
に
つ
い
て
委
凪
 
 

艮
の
中
間
報
告
を
戎
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
 
 

○
沌
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
谷
公
一
君
の
動
縄
に
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成
の
沌
 
 

苫
の
起
立
を
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ま
す
．
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立
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○
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す
．
 
 

臓
器
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植
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す
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法
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郎
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第
首
六
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四
回
国
会
．
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太
郎
君
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五
 
 
 

名
提
出
）
、
腐
器
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移
植
に
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す
る
法
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一
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改
正
す
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案
（
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井
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一
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一
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、
臓
器
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移
植
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案
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．
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植
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植
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す
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す
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す
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植
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す
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す
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り
承
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す
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も
の
で
、
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第
一
に
、
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植
の
た
め
の
臓
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満
出
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要
件
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つ
い
 
 

て
、
本
人
が
生
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に
書
面
に
よ
っ
て
臓
詮
の
提
供
意
思
を
 
 

表
示
し
て
い
る
場
合
に
加
え
、
本
人
が
竃
両
に
よ
っ
て
臓
 
 

器
の
提
供
を
拒
否
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
る
以
外
の
場
 
 

合
で
あ
っ
て
、
追
放
が
書
面
に
よ
り
承
諾
し
て
い
る
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す
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こ
と
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第
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す
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す
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す
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き
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す
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受
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す
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庶
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二
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退
族
が
拒
ま
な
い
と
き
ま
た
は
遺
族
が
な
い
と
き
は
、
医
 
 

師
は
、
帳
鹿
を
死
体
か
ち
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 
 

と
す
る
こ
と
、
 
 
 

第
二
に
、
本
人
が
臓
器
提
供
の
意
思
を
表
示
す
る
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合
 
 

に
串
い
て
、
親
族
に
対
し
て
催
先
的
に
臓
舘
を
提
供
す
る
 
 

意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 
 

等
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

次
に
、
金
田
君
提
出
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
亡
 
 
 

金
田
君
提
出
実
は
、
臓
器
等
の
移
植
が
、
人
権
の
保
障
 
 

等
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
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と
に
か
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が
み
、
脳
死
の
定
菰
を
改
正
し
、
脳
死
判
定
を
開
始
す
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
要
件
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
組
織
移
植
 
 

及
び
生
体
か
ら
の
喋
繰
移
植
の
規
制
を
綱
じ
よ
う
と
す
る
 
 

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
 
 
 

第
二
に
．
脳
死
の
定
載
を
「
脳
幹
を
含
む
脳
全
体
の
す
 
 

べ
て
の
瑚
能
が
不
可
逆
的
に
喪
失
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
 
 

．
こ
と
、
 
 

第
二
に
、
組
織
の
移
帖
に
つ
い
て
は
、
脳
死
を
除
き
、
 
 

死
亡
し
た
者
が
生
存
中
に
、
飢
餓
を
提
供
す
る
意
思
を
評
 
 

面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
遺
族
が
こ
れ
 
 

を
拒
ま
な
い
と
き
等
に
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
．
 
 
 

第
三
に
、
生
体
の
臓
群
移
植
に
つ
い
て
は
、
移
植
対
象
 
 

許
の
配
糾
青
ま
た
は
二
視
野
以
内
の
血
族
が
蟻
舘
を
膵
供
 
 

す
る
意
思
を
憩
面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
 
 

て
、
所
要
の
水
準
を
満
た
じ
た
柄
院
等
が
承
認
す
る
と
き
 
 

に
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
 
 
 

第
四
に
、
子
供
に
つ
い
て
の
臓
器
箪
の
移
植
に
つ
い
て
 
 

は
、
専
門
家
そ
の
他
広
く
国
民
の
意
見
を
求
め
つ
つ
検
肘
 
 

が
加
え
ら
れ
．
必
要
な
捕
閲
が
肘
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
 
 
 

こ
と
 
 

箱
で
あ
り
ま
す
か
 
 
 

揖
後
に
、
棟
木
古
撼
出
実
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

根
本
君
描
出
案
は
、
小
児
の
臓
㍑
捗
仙
を
可
能
と
す
る
 
 

た
め
、
十
五
歳
末
溝
の
許
に
つ
い
て
、
そ
の
死
体
か
ら
の
 
 

臓
提
の
摘
出
及
び
脳
死
判
定
に
係
る
要
件
を
新
た
に
放
け
 
 

る
等
の
摘
隆
を
摘
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
 
 

容
は
、
 
 
 

第
一
に
、
十
五
歳
末
胡
の
音
に
つ
い
て
、
本
人
が
脱
㍑
 
 

の
提
供
牽
拒
否
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
．
追
族
が
こ
 
 

れ
を
掛
面
に
よ
り
承
諾
し
．
か
つ
、
暇
舘
の
摘
出
呼
が
行
 
 

わ
れ
る
病
院
等
に
お
い
て
、
追
抜
に
よ
る
虐
待
が
行
わ
れ
 
 

た
疑
い
が
あ
る
こ
と
等
の
移
植
医
療
の
適
正
を
害
す
る
お
 
 

そ
れ
の
あ
る
事
実
が
な
い
旨
の
確
沈
が
さ
れ
て
い
る
場
 
 

合
、
佐
師
は
、
峨
豊
を
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
 
 

す
る
こ
と
、
 
 
 

第
二
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
 
 

施
行
状
況
を
勘
案
し
、
隣
舘
移
植
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
 
 

加
え
ら
れ
、
必
要
な
措
鹿
が
誹
ぜ
ら
れ
る
ぺ
き
も
の
と
す
 
 

る
こ
と
 
 

等
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

次
に
、
審
査
経
過
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
．
 
 
 

中
山
召
提
出
衆
及
び
石
井
君
提
出
実
は
、
第
百
六
十
四
 
 

回
国
会
に
提
出
さ
れ
、
第
百
六
十
六
回
国
会
の
平
成
十
九
 
 

年
六
月
二
十
日
に
提
出
暫
中
山
太
郎
君
及
び
斉
藤
鉄
夫
首
 
 

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案
埋
由
の
説
明
を
隠
取
し
ま
し
た
。
ま
 
 

た
、
金
田
古
提
出
案
は
、
第
百
六
十
八
回
国
会
に
提
出
さ
 
 

れ
、
第
百
六
十
九
回
同
会
の
平
成
二
十
年
五
月
九
日
に
提
 
 

出
者
阿
部
知
子
君
か
ら
楳
実
理
由
の
説
明
を
唯
取
し
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

こ
れ
ら
三
乗
に
つ
い
て
は
、
第
百
六
十
六
回
国
会
か
ら
 
 

今
国
会
ま
で
、
本
番
払
会
の
も
と
に
設
推
さ
れ
ま
し
た
愉
 
 

捏
の
移
植
に
閲
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
雀
 
 

充
小
森
机
会
に
お
い
て
、
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
及
び
 
 

傍
杖
野
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
．
 
 
 

小
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
．
、
医
療
界
、
法
世
界
、
宗
 
 

教
界
の
方
々
の
ほ
か
、
移
植
を
受
け
ら
れ
た
方
．
御
豪
族
 
 

の
臓
捏
を
膵
供
さ
れ
た
方
、
お
子
様
が
長
川
の
脳
死
状
態
 
 

と
な
っ
た
方
、
さ
ら
に
は
、
世
界
保
健
機
関
の
移
植
医
療
 
 

の
担
当
者
と
い
っ
た
蛸
広
い
分
野
の
方
々
を
参
考
人
と
し
 
 

て
お
招
き
し
、
扱
が
国
に
お
け
る
移
植
医
疲
の
現
状
、
移
 
 

植
医
療
の
評
価
、
小
児
患
者
へ
の
捗
他
に
関
す
る
精
細
 
 

践
、
院
舘
提
供
の
意
思
表
示
年
齢
引
き
下
げ
の
是
非
、
被
 
 

虐
待
児
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
の
防
止
策
、
脳
死
を
人
の
死
 
 

と
す
る
社
会
的
合
意
の
有
無
、
親
族
に
対
す
る
僅
先
提
供
 
 

の
是
非
、
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
削
減
に
向
け
た
国
際
的
如
 
 

向
等
に
関
し
て
、
さ
ま
ぎ
ま
な
御
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
 
 
 

本
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
国
会
の
平
成
二
十
1
 
 

年
五
月
二
十
二
日
に
三
ッ
林
小
委
艮
長
か
ら
小
委
凪
会
に
 
 

お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
陥
点
等
の
中
間
報
告
を
惚
敵
い
 
 

た
し
蓋
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
 
 

の
配
付
資
料
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
日
、
今
国
 
 

会
▲
に
提
出
さ
れ
た
根
本
草
根
出
来
に
つ
い
て
、
提
出
者
根
 
 

本
匠
書
か
ら
拉
案
埋
協
の
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。
そ
の
 
 

後
、
五
月
〓
十
七
日
及
び
六
月
五
日
に
、
各
実
に
つ
い
 
 

て
、
提
出
者
及
び
政
府
に
対
す
る
質
疑
を
行
う
と
と
も
 
 

に
．
五
日
に
つ
い
て
は
番
良
か
ら
の
発
言
が
行
わ
れ
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

次
に
．
各
案
に
つ
い
て
の
質
疑
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
 
 

上
げ
ま
す
。
 
 
 

中
山
君
脱
出
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
脳
死
を
人
 
 

の
死
と
す
る
こ
と
に
社
会
的
合
意
が
で
き
て
い
る
の
か
と
 
 

の
質
疑
に
対
し
て
は
、
平
成
四
年
の
脳
死
臨
調
の
蹟
柊
答
 
 

申
に
お
い
て
、
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
 
 

お
お
む
ね
合
意
が
得
ら
れ
て
お
り
、
新
聞
社
の
世
論
網
査
 
 

の
結
果
に
お
い
て
も
、
脳
死
を
人
の
死
と
判
定
し
て
よ
い
 
 

と
の
回
答
が
約
六
割
に
達
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
 
 

し
た
．
 
 
 

ま
た
、
中
山
君
提
出
案
で
は
、
「
脳
死
し
た
者
の
身
体
」
 
 

を
定
義
し
た
魚
文
を
改
正
し
て
脳
死
を
人
の
死
と
法
緋
で
 
 

規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
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法
的
脳
死
判
定
は
臓
舘
移
肺
を
行
う
喝
合
に
限
定
さ
れ
て
 
 

お
り
、
法
的
脳
死
判
定
に
つ
い
て
は
本
人
ま
た
は
家
族
が
 
 

拒
否
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
 
 

し
た
．
 
 
 

さ
ら
に
、
本
人
の
生
前
の
意
思
が
不
明
で
あ
っ
て
も
家
 
 

族
の
承
諾
で
臓
㍑
移
他
を
可
他
と
す
る
こ
と
と
し
た
埋
由
 
 

は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
身
近
な
家
族
が
本
人
の
 
 

避
思
を
そ
ん
た
く
す
る
こ
と
が
本
人
の
意
思
の
尊
砥
に
つ
 
 

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
諸
外
国
の
立
法
例
で
も
多
く
の
国
 
 

が
家
族
の
承
持
で
脱
線
移
描
を
可
能
と
し
て
い
る
こ
と
か
 
 

ち
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
 
 

た
．
 
 
 虐

待
を
受
け
て
脳
死
と
克
っ
た
児
琉
か
ら
の
秩
給
摘
出
 
 

を
防
ぐ
手
だ
て
を
ど
う
す
る
の
か
と
の
彗
疑
に
対
し
て
 
 

は
、
主
治
医
に
よ
る
診
察
肇
で
あ
る
程
度
の
防
止
が
図
ら
 
 

れ
る
が
、
外
部
械
関
へ
の
委
託
等
を
含
め
た
検
査
の
仕
組
 
 

み
も
考
え
ら
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

法
改
正
に
よ
る
脳
死
下
で
の
臓
器
移
概
数
の
増
加
見
込
 
 

み
に
つ
い
て
は
、
あ
る
専
門
家
の
個
人
的
な
意
見
と
し
 
 

て
、
年
間
七
十
か
ら
百
五
十
例
程
度
の
移
植
数
に
な
る
と
 
 

の
見
解
を
示
し
っ
つ
．
待
機
患
者
に
と
っ
て
帝
敬
が
持
て
 
 

る
効
果
が
あ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
 
 

あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

疏
霹
提
供
の
意
思
表
示
に
係
る
粗
族
へ
の
使
先
提
浜
に
 
 

つ
い
て
、
公
平
性
の
確
保
と
い
う
臓
器
移
舶
法
の
基
本
理
 
 

念
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
に
対
し
て
は
、
臓
 
 

器
移
植
を
待
っ
て
い
る
身
内
の
方
が
い
る
場
合
、
そ
の
身
 
 

内
に
威
儀
せ
提
供
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
も
配
慮
す
べ
 
 

き
と
の
粗
点
か
ら
、
そ
の
範
囲
を
親
子
と
配
桝
常
に
限
定
 
 

し
っ
つ
1
 
親
族
へ
の
髄
先
提
供
を
経
め
る
こ
と
と
し
た
と
 
 

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
 
衆
摘
院
全
純
綿
第
三
十
七
号
 
 

次
に
、
石
井
苫
捷
出
粟
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
世
 
 

界
俣
配
機
関
に
お
け
る
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
削
減
要
綱
に
 
 

つ
い
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
と
の
竹
疑
に
対
し
て
は
、
内
 
 

閣
府
の
世
論
朋
癒
で
は
、
脳
死
下
で
臓
据
地
肌
を
し
て
も
 
 

よ
い
と
考
え
る
背
は
約
四
割
に
適
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
 
 

沓
の
意
思
を
で
き
る
限
り
生
か
す
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
 
 

り
、
賦
器
抄
細
に
関
す
る
微
音
や
糖
及
啓
発
を
閉
っ
て
移
 
 

咄
を
進
め
る
条
件
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
 
 

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
条
件
が
倣
え
ば
さ
ら
な
る
年
齢
 
 

の
引
き
下
げ
等
が
考
え
ら
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
蓋
し
 
 

た
。
 
 
 

ま
た
、
十
〓
故
に
な
れ
ば
蛸
詣
板
供
や
脳
死
と
い
う
状
 
 

煙
が
判
断
で
き
る
と
す
る
根
拠
は
何
か
と
の
懐
妊
に
対
し
 
 

て
は
、
中
学
校
に
上
が
る
程
度
の
年
齢
に
な
れ
ば
、
臓
捕
 
 

捉
供
に
つ
い
て
自
己
決
定
で
き
る
子
供
も
い
る
と
考
え
て
 
 

お
り
、
あ
く
ま
で
臓
器
沌
眺
の
悪
思
避
示
を
で
き
る
年
齢
 
 

を
十
二
歳
以
上
に
し
て
、
帳
据
捗
他
の
迫
を
㈹
く
こ
と
と
 
 

し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

暇
推
移
励
汝
の
相
加
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
十
五
歳
 
 

以
上
の
背
は
、
携
行
性
の
高
い
迎
仮
免
抑
推
称
に
慮
忠
誠
 
 

示
㈱
を
設
け
る
軍
の
甘
及
改
発
を
通
じ
て
相
加
す
る
の
で
 
 

は
な
い
か
、
ま
た
、
十
五
混
米
胡
の
者
に
つ
い
て
は
、
本
 
 

案
に
よ
り
十
二
歳
に
引
き
下
げ
て
も
そ
れ
ほ
ど
相
加
は
し
 
 

な
い
で
あ
ろ
う
が
、
教
育
や
件
及
啓
発
に
よ
り
徐
々
に
ふ
 
 

え
て
い
く
こ
と
空
相
持
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

次
に
、
金
田
君
侵
出
嚢
に
つ
い
て
で
あ
り
宣
す
が
、
瑚
 
 

行
の
脳
死
判
定
親
密
に
脳
血
沌
の
停
止
を
加
え
る
こ
と
と
 
 

し
て
い
る
が
、
脳
血
流
の
停
止
を
碓
鱈
し
た
後
で
も
小
児
 
 

に
お
け
る
妓
州
脳
死
例
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
曹
踵
 
 

に
対
し
て
は
、
脳
血
浦
停
止
の
碓
比
後
に
お
い
て
も
長
州
 
 

生
存
例
は
存
在
す
る
が
、
脳
死
判
定
基
準
の
適
正
化
に
向
 
 

帆
踊
の
け
摘
に
輌
す
る
法
律
の
一
耶
を
改
正
す
る
は
は
雲
Ⅵ
汚
六
十
㈹
 

け
た
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
 
 

た
．
 
 
 ま

た
、
無
呼
吸
テ
ス
ト
を
含
め
た
現
行
の
法
的
脳
死
判
 
 

定
基
準
に
沿
っ
た
判
定
を
経
た
長
期
脳
死
例
の
文
献
が
あ
 
 

る
の
か
と
の
督
疑
に
対
し
て
ほ
、
無
呼
吸
テ
ス
ト
を
含
め
 
 

た
三
回
の
法
的
脳
死
判
定
筋
叩
に
沿
っ
た
判
定
が
行
わ
れ
 
 

た
聯
例
で
の
絵
川
生
存
例
が
錯
介
さ
れ
ま
し
た
．
 
 

・
臓
拇
移
抽
洩
の
迎
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
規
定
 
 

さ
れ
て
い
る
組
織
の
嫡
出
や
生
体
か
ら
の
暇
鞘
摘
出
に
つ
 
 

い
て
の
ル
ー
ル
を
法
印
判
鞘
と
し
た
埋
由
は
何
か
と
の
唄
 
 

綻
に
対
し
て
は
、
開
削
の
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
こ
 
 

れ
ら
が
遵
守
さ
れ
な
い
相
告
が
あ
る
こ
と
、
生
体
か
ら
の
 
 

臓
拙
摘
出
の
透
明
性
、
公
平
性
の
碓
條
が
世
界
夜
触
櫨
面
 
 

の
耶
定
予
定
の
指
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
 
 

緋
叩
瑚
と
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

脳
死
判
定
底
面
を
鵬
密
化
す
る
こ
と
で
拶
他
独
が
現
行
 
 

よ
り
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
軋
様
に
対
し
て
－
ま
、
 
 

基
叩
の
堰
醇
化
で
、
む
し
ろ
脳
死
判
定
の
透
明
性
、
・
公
平
．
 
 

性
が
砧
保
さ
れ
、
同
氏
の
臓
器
捗
他
に
対
す
る
馳
駆
が
進
 
 

み
、
伴
植
扱
が
増
加
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

次
に
、
焼
本
村
描
出
寮
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
脳
 
 

死
を
人
の
死
と
し
な
い
ま
ま
十
五
歳
末
溝
の
子
供
の
脳
死
 
 

判
定
や
臓
器
掩
供
に
つ
い
て
用
に
承
諾
を
求
め
る
こ
と
は
 
 

矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
．
現
に
通
い
決
漸
 
 

を
迫
る
こ
と
に
な
る
の
▲
で
は
な
い
か
と
の
彗
疑
に
対
し
て
 
 

は
、
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
社
会
的
合
点
が
な
い
中
で
、
 
 

本
人
の
畑
叩
茜
な
意
思
衣
示
に
よ
り
脳
死
下
で
の
臓
群
膵
供
 
 

を
眩
め
る
現
行
制
腔
の
枠
組
み
を
硯
さ
ず
、
子
供
の
人
格
 
 

形
成
に
か
か
わ
っ
．
て
き
た
川
が
悪
思
を
代
弁
す
る
仕
組
み
 
 

を
設
け
る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
、
ま
た
、
規
が
 
 

子
供
の
脳
死
判
定
の
瓶
詰
に
当
た
り
悩
む
こ
と
に
な
る
 
 

因
 
 

踊
の
け
摘
に
輌
す
る
法
律
の
一
仰
 

が
、
中
山
忍
提
出
案
で
も
同
様
の
甘
地
が
生
じ
る
と
の
答
 
 

弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

さ
ら
に
、
峨
鴇
移
机
に
係
る
婆
件
を
十
五
放
で
区
分
す
 
 

る
こ
と
の
横
地
、
国
民
が
そ
の
説
明
を
埋
脾
で
き
る
か
と
 
 

の
賀
疑
に
対
し
て
は
、
民
法
上
の
追
号
可
能
年
肺
を
参
考
 
 

に
し
て
い
右
現
行
桐
塵
の
枠
組
み
を
相
関
し
て
い
る
と
の
 
 

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

虐
待
を
受
け
た
児
重
か
ら
の
耀
舘
摘
出
を
防
ぐ
手
だ
て
 
 

に
つ
い
て
は
、
兜
輯
虐
待
防
止
法
に
基
づ
く
虐
待
防
止
の
 
 

手
引
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
ヒ
よ
る
碓
招
耶
を
想
定
し
て
い
 
 

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
柄
随
時
に
設
け
ら
れ
る
第
三
者
香
柏
会
の
㈹
成
 
 

は
ど
う
な
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
主
拍
嘩
判
 
 

定
医
以
外
の
医
療
従
軍
背
や
弁
鳩
士
等
が
想
定
さ
れ
る
と
 
 

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

臓
狸
提
供
に
略
し
て
の
親
族
へ
の
億
先
規
供
を
披
け
な
 
 

い
埋
由
は
何
か
と
の
呵
疑
に
対
し
て
は
、
現
行
法
の
姑
木
 
 

槌
念
で
あ
る
移
植
撒
会
の
公
平
性
の
舐
侃
に
反
す
る
た
め
 
 

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

臓
器
抒
怖
放
の
相
加
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
数
臆
で
答
 
 

え
る
こ
と
は
閣
軋
で
あ
る
が
、
新
た
に
道
が
聞
か
れ
る
十
 
 

五
歳
末
湖
の
片
に
つ
い
て
、
急
激
な
移
植
致
の
増
加
は
見
 
 

込
ま
れ
な
い
と
撃
ス
て
お
り
、
十
五
歳
以
上
の
者
を
含
 
 

め
、
撒
行
性
の
満
い
運
転
免
許
証
惣
に
悪
思
裁
示
欄
を
投
 
 

け
る
等
の
普
及
皆
沌
を
通
じ
て
ふ
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
 
 

す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
蓋
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
政
府
に
対
し
て
は
．
小
児
め
救
急
医
槻
体
制
、
 
 

特
に
鴨
症
鮫
密
の
た
め
の
小
児
鵜
中
治
硬
嚢
を
盤
僻
す
る
 
 

必
要
性
、
ま
た
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
等
に
よ
る
膀
鰹
の
擢
供
 
 

点
思
の
来
示
機
会
の
拡
充
や
臓
照
移
抽
に
閲
す
る
国
民
の
 
 

理
解
を
深
め
る
必
要
性
、
さ
ら
に
は
、
小
児
の
臓
謂
移
細
 
 

l  
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に
つ
い
て
道
が
㈹
か
れ
た
場
合
の
小
児
科
医
を
初
め
と
す
 
 

る
医
娠
現
職
に
対
す
る
支
援
の
方
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
 
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

な
お
、
六
月
五
日
に
は
、
各
秦
に
つ
い
て
、
各
委
員
の
 
 

発
音
の
嶋
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
実
に
対
す
る
賛
否
の
表
 
 

明
の
は
か
、
人
の
生
死
に
か
か
わ
る
帳
悍
移
植
の
印
l
題
に
 
 

つ
い
て
は
す
べ
て
の
耗
員
が
議
論
し
て
判
断
す
べ
き
と
の
 
 

意
見
、
現
行
法
の
成
立
か
ら
十
二
年
が
描
過
し
て
い
る
こ
 
 

と
か
ら
今
国
会
に
お
い
て
結
論
を
出
す
の
が
国
会
の
責
柘
 
 

で
あ
る
と
の
意
見
、
臓
器
移
他
に
閲
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
珊
 
 

題
を
整
理
す
る
た
め
に
梢
並
箇
縄
を
求
め
る
廠
鼠
な
ど
．
 
 

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
炎
明
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

最
後
に
一
首
申
し
上
げ
ま
す
が
、
項
行
の
映
舘
移
植
法
 

で
は
、
法
施
行
後
、
三
年
を
目
途
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ
 
 

れ
な
が
ら
、
既
に
十
一
年
余
り
が
綴
過
し
て
お
り
ま
す
．
 
 

こ
の
間
、
四
つ
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
原
生
労
働
委
員
 
 

会
に
お
き
ま
し
て
は
、
真
剣
な
ほ
臨
が
行
わ
れ
て
ま
い
り
 
 

ま
し
た
が
、
結
ぬ
を
妹
約
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
．
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
以
上
の
放
置
は
立
法
府
と
し
て
許
 
 

さ
れ
ま
せ
ん
。
今
国
会
で
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
こ
と
 
 

が
、
我
々
本
院
溝
鼠
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え
 
 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
臓
器
移
植
を
め
ぐ
る
開
通
は
、
個
々
人
の
倫
理
 
 

睨
等
が
囲
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
識
艮
各
位
の
偵
並
な
判
 
 

断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 
 

す
．
 
 
 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
槻
詳
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
各
実
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
 
 

と
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 
 

平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
 
衆
議
院
会
沌
録
第
三
十
七
号
 
将
生
労
働
重
民
長
の
中
間
細
岱
に
㈲
適
す
る
中
山
太
郎
署
、
石
井
啓
一
君
、
．
阿
部
知
子
署
及
び
根
本
旺
君
の
発
雷
 
 

厚
生
労
働
重
点
扁
の
中
間
報
告
に
関
連
す
る
中
山
太
 
 

郎
書
、
石
井
啓
一
宅
、
阿
部
知
子
君
及
び
根
本
匠
 
 

若
の
発
言
 
 

○
班
長
（
河
野
洋
平
署
）
 
た
だ
い
麦
の
即
生
労
働
委
且
長
 
 

の
中
間
報
告
に
㈹
述
し
て
、
四
実
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
 
 

発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
順
次
こ
れ
を
絆
し
ま
 
 

す
．
中
山
太
郎
君
．
 
 

〔
中
山
太
郎
君
丑
規
〕
 
 

○
中
山
太
郎
君
 
A
寮
提
出
者
の
中
山
太
餌
で
ご
ざ
い
ょ
 
 

す
．
 
 
 峨

舘
捗
帥
に
閲
し
ま
し
て
、
現
行
の
臓
韓
移
櫨
法
加
成
 
 

立
し
ま
し
て
か
ら
、
は
や
十
一
年
余
り
が
経
過
し
て
、
現
 
 

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
臓
㍑
抄
紙
を
受
け
 
 

な
け
れ
ば
助
か
ら
な
い
多
く
の
患
者
た
ち
、
と
り
わ
け
、
 
 

園
内
で
移
植
が
経
め
ら
れ
て
い
な
い
小
児
の
患
智
が
甑
外
 
 

に
経
っ
て
移
植
を
受
け
る
状
地
が
挽
き
、
今
日
ま
で
、
総
 
 

数
首
二
名
に
上
っ
て
お
り
ま
す
．
今
後
は
、
昨
年
五
月
に
 
 

イ
ス
タ
ン
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
国
際
移
植
学
会
に
お
 
 

い
て
、
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
．
ま
た
、
海
外
に
お
け
る
移
捕
 
 

と
い
う
も
の
の
た
め
に
渡
航
す
る
と
い
う
こ
と
は
国
際
的
 
 

に
組
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
 
 

れ
が
W
H
O
に
報
告
さ
れ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

私
た
ち
が
提
案
い
た
し
ま
し
た
改
正
案
は
、
国
暇
的
に
 
 

ほ
と
ん
ど
の
凶
で
認
め
ら
れ
て
お
り
．
本
人
意
思
が
不
明
 
 

な
場
合
で
あ
っ
て
も
家
族
の
承
絹
に
よ
り
臓
器
伊
仙
を
可
 
 

能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
小
児
の
臓
綜
移
 
 

他
の
道
も
胴
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

一
方
で
、
脳
死
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
家
族
が
拒
否
す
 
 

る
道
も
き
ち
ん
と
附
か
れ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

家
族
が
臓
批
移
地
を
承
諾
し
、
第
一
回
目
の
法
的
脳
死
 
 

判
定
に
よ
り
脳
死
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
後
、
そ
の
後
の
 
 

第
二
回
目
の
法
的
脳
死
判
定
の
隙
に
家
族
が
暇
課
提
供
を
 
 

拒
否
し
た
場
合
に
は
、
た
と
え
脳
托
と
判
定
さ
れ
て
お
り
 
 

ま
し
て
も
臓
滑
捗
植
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
 
 

和
合
、
そ
の
悪
者
ほ
医
額
保
険
に
よ
っ
て
治
墟
を
引
き
続
 
 

き
質
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 
 

現
在
、
A
、
8
、
C
、
D
の
各
稟
が
溝
論
さ
れ
て
お
 
 

り
、
私
ど
も
の
A
某
に
対
し
て
さ
主
ざ
ま
な
叔
見
が
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

私
は
、
今
日
の
日
本
の
脳
・
補
職
混
糸
の
、
権
威
の
あ
 
 

る
、
塙
高
槻
関
で
あ
る
国
立
補
職
㌍
柄
セ
ン
タ
ー
の
楠
木
 
 

信
夫
組
長
か
ら
＃
憫
を
招
か
っ
て
ま
い
り
ょ
し
た
が
、
そ
 
 

れ
を
こ
の
槻
会
に
本
会
溝
の
捕
職
を
通
じ
て
同
氏
の
皆
様
 
 

方
に
お
知
ら
せ
を
し
た
い
と
思
い
王
す
。
 
 
 

な
お
、
絹
本
先
生
は
．
セ
ン
タ
ー
総
長
に
就
任
さ
れ
る
 
 

前
は
京
都
大
学
医
学
部
の
脳
神
様
外
科
教
授
で
、
最
も
多
 
 

く
脳
死
を
診
断
さ
れ
る
立
柏
に
あ
っ
た
方
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

「
脳
死
捕
抽
に
閲
す
る
問
閥
点
」
、
こ
れ
が
表
題
で
ご
ざ
 
 

い
ま
す
が
．
平
成
二
十
「
年
六
月
二
日
、
国
立
循
環
豊
病
 
 

セ
ン
タ
ー
総
長
楠
木
臆
夫
で
野
か
れ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

臓
器
拶
触
法
に
閲
述
し
て
、
脳
死
を
め
ぐ
る
浦
論
が
混
 
 

乱
を
し
て
い
る
。
脳
死
と
い
う
蘭
森
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
 
 

が
、
時
と
場
合
と
托
宵
密
に
よ
っ
て
簸
な
っ
て
い
る
こ
と
 
 

に
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
．
す
な
わ
ち
、
脳
死
状
娃
と
、
 
 

臨
珠
的
脳
死
と
、
法
的
脳
死
判
淀
で
診
断
さ
れ
た
脳
死
の
 
 

三
省
が
、
混
同
し
て
あ
る
い
は
す
り
か
え
ら
れ
て
脳
死
と
 
 

し
て
純
綿
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
．
 
 
 

臓
墨
を
提
供
す
る
と
き
だ
け
脳
死
が
人
の
死
で
あ
る
と
 
 

い
う
現
在
の
成
果
移
仙
法
の
も
と
で
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
 
 

ダ
ー
ド
の
死
の
定
推
に
も
混
乱
の
原
因
が
あ
る
が
、
こ
の
 
 

場
合
の
脳
死
は
、
あ
く
ま
で
も
法
的
脳
死
判
定
を
さ
れ
た
 
 

陵
の
脳
死
で
あ
る
．
 
 
 

現
在
の
瞳
器
移
亜
法
あ
る
い
は
A
か
ら
D
案
の
ど
れ
に
 
 

お
き
ま
し
て
も
、
親
床
的
脳
死
は
法
的
に
死
で
は
あ
り
ま
 
 

せ
ん
．
し
た
が
っ
て
．
治
戒
が
申
晰
さ
れ
た
り
死
亡
を
宜
 
 

告
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
も
な
い
。
臓
舘
捉
供
町
対
象
で
 
 

も
な
い
。
脳
死
を
人
の
死
と
し
て
は
め
な
い
人
た
ち
の
患
 
 

思
が
無
視
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
．
 
 
 

法
的
脳
死
は
、
蝕
成
約
脳
死
診
断
が
な
さ
れ
た
経
で
、
 
 

二
回
の
法
的
脳
死
判
鑑
検
査
を
行
っ
て
な
さ
れ
る
鵬
奮
な
 
 

も
の
で
あ
る
。
臓
器
抄
紙
を
前
提
に
し
た
場
合
に
の
み
家
 
 

族
の
同
点
を
得
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
 
 

が
っ
て
．
臓
器
移
植
の
対
象
と
な
ら
な
い
十
五
議
未
満
の
 
 

患
者
に
対
し
て
は
、
▼
法
的
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
 
 

な
い
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
十
五
歳
未
満
の
脳
死
患
者
に
閲
す
る
こ
れ
 
 

ま
で
の
摘
陥
は
、
脳
死
状
態
あ
る
い
は
臨
味
的
に
脳
死
と
 
 

判
断
さ
れ
た
患
者
に
つ
い
て
で
あ
り
、
法
的
判
定
に
よ
っ
 
 

て
脳
死
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

小
児
の
脳
死
判
定
に
頂
重
さ
が
必
菓
な
こ
と
に
光
臨
は
 
 

な
い
が
．
法
的
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
い
 
 

う
中
央
は
．
議
論
を
進
め
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
．
 
 
 

理
解
が
混
乱
す
る
原
医
は
、
臨
床
的
脳
死
と
い
う
菖
範
 
 

が
、
あ
く
ま
で
も
瞳
鰐
移
植
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ー
1
1
で
法
的
 
 

脳
死
判
定
を
行
う
た
め
に
出
で
き
た
首
褒
で
あ
る
と
い
う
 
 

こ
と
に
も
あ
る
。
疏
床
的
脳
死
診
断
に
は
無
呼
吸
テ
ス
ト
 
 

が
不
要
で
あ
る
が
、
法
的
脳
死
判
定
に
は
無
呼
吸
テ
ス
ト
 
 

が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
〓
回
判
定
テ
ス
ト
を
す
る
必
要
 
 

が
あ
る
．
臨
床
的
脳
死
は
、
臨
床
現
場
に
お
い
て
医
師
が
 
 

神
経
学
的
所
見
な
ど
か
ら
脳
死
と
判
断
す
る
基
準
と
変
わ
 
 

ら
な
い
．
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○
本
日
の
金
塊
に
付
し
た
案
件
 
 

一
、
日
程
第
一
よ
り
第
四
ま
で
 
 
 

t
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
査
中
の
院
韮
の
移
 
 
 

隠
に
㈲
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
維
案
及
び
 
 

○
沌
坤
日
程
 
第
三
十
七
琴
 
 
 

平
成
〓
十
一
年
七
月
十
日
 
 

午
前
十
時
開
講
 
 
 

第
l
 
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
道
蝕
鹿
の
回
 
 
 

避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ブ
ル
ネ
 
 
 

イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
と
の
問
の
協
定
の
締
結
に
つ
 
 
 

い
て
承
諾
を
求
め
る
の
件
（
衆
誠
院
送
付
）
 
 

第
二
 
所
得
に
対
す
る
租
税
に
閲
す
る
二
東
経
税
の
回
 
 
 

避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
間
と
カ
ザ
フ
ス
 
 
 

タ
ン
共
和
国
と
の
間
の
条
約
 

を
求
め
る
の
件
（
衆
拝
院
送
付
）
 
 

第
三
 
ク
ラ
ス
タ
！
常
客
の
製
造
の
盈
止
及
び
所
持
の
 
 
 

規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
荻
誠
院
送
 
 
 

付
）
 
 

第
四
 
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
皆
 
 
 

の
発
給
時
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 
 
 

案
（
内
聞
提
出
、
衆
議
院
送
付
）
 
 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
（
金
曜
日
）
 
 

午
前
十
時
二
分
冊
詫
 
 

○
醐
盲
七
三
銅
参
議
院
会
議
録
第
三
十
七
号
 
 

平
竺
十
左
七
月
古
参
法
院
会
譜
竺
十
毒
鮒
用
詣
㌶
舶
用
猷
棚
㌶
忙
冊
謂
の
同
選
び
脱
悦
の
班
の
た
め
の
日
本
偶
と
プ
″
ネ
イ
・
グ
ル
サ
ラ
・
ム
岡
と
の
聞
の
楚
の
綿
 
 
 

明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
 
鞘
三
確
 

轟
作
物
認
可
 
 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
 
 

に
閲
す
る
検
討
軍
そ
の
他
適
正
な
捗
浦
佐
轍
の
確
保
 
 
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
問
す
る
法
律
案
の
中
 
 
 

の
勅
城
（
小
川
勝
也
召
外
l
一
名
提
出
）
 
 

「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
二
部
を
改
正
す
る
 
 
 

法
律
裟
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
暇
舘
の
移
購
 
 

間
紬
告
 
 

「
中
間
報
告
が
あ
っ
た
瞬
忍
の
移
植
に
関
す
る
法
律
 
 
 

の
二
部
を
改
正
す
る
法
律
基
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
 
 

死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
植
村
写
そ
の
他
適
正
 
 

な
移
植
医
痴
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
l
こ
 
 

閲
す
る
法
律
妾
は
、
議
院
の
会
描
に
お
い
て
匪
ち
に
 
 

審
議
す
る
こ
と
の
動
溝
（
小
川
暇
也
古
外
二
名
描
出
）
 
 

て
 
臓
器
の
捗
他
に
関
す
る
法
律
の
一
郎
を
改
正
す
る
 
 

法
律
嚢
（
東
浦
院
掘
出
）
 
 

「
子
ど
も
に
係
る
脳
死
放
び
臓
冶
の
詩
賦
に
関
す
る
 
 

検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
鵬
医
療
の
確
保
の
た
め
の
 
 

検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
宴
（
千
東
京
千
首
 
 

外
八
毛
先
溝
）
 
 

子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
膜
捏
の
移
植
に
㈲
す
る
柏
 
 

対
等
そ
の
他
適
正
な
移
抽
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
 
 

討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
棄
に
つ
い
て
、
速
や
 
 

か
に
帽
生
労
働
重
ね
長
の
中
開
報
告
を
求
め
る
こ
と
 
 

〔
相
葉
魯
沖
也
君
登
旭
、
拍
手
〕
 
 

○
榛
来
賓
沖
也
君
 
た
だ
い
ま
絹
地
と
な
り
ま
し
た
魚
約
 
 

二
伸
に
つ
き
ま
し
て
、
外
交
防
鞘
香
艮
会
に
お
け
る
藩
査
 
 

の
組
過
と
轟
黒
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
．
 
 
 

ブ
ル
ネ
イ
と
の
租
税
協
定
及
び
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
粛
l
 
 

税
条
約
は
、
い
ず
れ
も
我
が
脚
と
両
国
と
の
咽
で
珊
悦
掩
 
 

を
調
整
す
る
も
の
で
あ
り
、
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
 
 

る
二
飛
潮
規
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
に
つ
い
て
定
め
る
 
 

と
と
も
に
、
配
当
、
利
子
及
び
使
用
料
ヒ
対
す
る
源
泉
血
 
 

固
脾
規
の
限
度
税
率
時
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
 
 

す
。
 
 
 

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
件
を
一
括
し
て
溝
題
と
 
 

し
、
我
が
国
と
の
経
済
交
流
の
現
状
と
租
税
条
約
締
結
の
 
 

経
済
効
果
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
問
に
お
け
る
他
用
科
の
 
 

○
ほ
長
（
江
田
五
月
宅
）
 
こ
れ
よ
り
会
縄
を
明
き
ま
す
。
 
 
 

日
程
第
一
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
 
 

の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ブ
ル
ネ
 
 

イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
同
と
の
問
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
 
 

承
盟
を
求
め
る
の
件
 
 
 

日
程
第
二
 
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
 
 

の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
カ
ザ
フ
ス
 
 

タ
ン
共
和
国
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
疏
ほ
を
褒
 
 

め
る
の
件
 
 

（
い
ず
れ
も
衆
通
院
送
付
）
 
 
 

以
上
両
件
を
一
括
し
て
純
増
と
い
た
し
ま
す
．
 
 
 

ま
ず
、
委
員
長
の
摘
告
を
求
め
ま
す
．
外
交
防
砺
黍
n
 
 

長
嶋
華
鈷
津
也
宵
。
 
 

〔
腑
在
紬
皆
び
及
び
班
塞
は
木
け
末
尾
に
川
嶋
‥
一
 
 

○
強
長
（
江
田
五
月
君
）
 
こ
れ
よ
り
両
件
を
一
括
し
て
採
 
 

決
い
た
し
ま
す
．
 
 
 

両
件
の
粍
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
鵬
い
 
 

ま
す
．
 
 

〔
投
砦
冊
始
〕
 
 

0
1
級
長
（
江
田
五
月
君
）
 
間
も
な
く
投
諏
を
終
了
い
た
し
 
 

ま
す
。
 
－
 
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
．
 
 

〔
投
増
結
7
】
 
 

○
沌
長
へ
江
田
五
月
宅
）
 
投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
 
 

す
．
 
 よ

っ
て
、
両
件
は
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
ん
た
．
 
 

（
拍
車
）
 
 

源
泉
他
国
細
椀
種
減
の
娃
非
、
対
カ
ザ
フ
ス
タ
、
／
経
済
支
 
 

接
の
体
制
強
化
等
に
つ
い
て
督
雉
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
 
 

詳
細
は
会
純
化
叩
に
よ
っ
て
御
承
知
斬
い
ま
す
．
 
 
 

明
権
を
終
え
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
 
 

産
党
の
井
上
重
民
よ
り
、
両
件
に
反
対
す
る
悟
の
眉
見
が
 
 

述
べ
ら
れ
麦
し
た
。
 
 
 

次
い
で
、
臓
攻
城
決
の
結
集
、
条
約
二
件
は
い
ず
れ
も
 
 

多
数
を
も
っ
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
 
 

た
．
 
 
 以

上
、
御
用
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

投
諏
総
数
 
 

持
戒
 
 

反
対
 
 

〔
投
砦
＃
氏
名
は
本
号
末
尾
に
柑
糀
〕
 
 

二
百
t
一
十
ニ
 
 

ー
一
百
十
五
 
 

七
 
 

7  



〔
櫻
井
充
君
登
場
、
柏
手
〕
 
 

○
糎
井
充
看
 
た
だ
い
ま
溝
逓
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
 
 

に
つ
き
ま
し
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
 
 

げ
麦
す
．
 
 
 

ま
ず
㌧
 
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
 
 

規
制
等
に
関
す
る
法
緋
秦
は
、
一
般
市
民
が
不
発
弾
な
ど
 
 

に
よ
り
甚
大
な
披
荘
を
受
け
て
き
た
ク
ラ
ス
タ
ー
邦
を
規
 
 

制
す
る
た
め
、
平
成
二
十
年
五
月
に
採
択
さ
れ
た
ク
ラ
ス
 
 

タ
・
－
弾
に
閲
す
る
条
約
の
適
純
な
実
施
を
担
保
す
る
た
 
 

め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
 
 

等
の
措
肪
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
亡
 
 
 

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
が
非
締
約
国
の
条
 
 

約
へ
の
参
加
を
撒
樋
的
に
働
き
か
け
る
必
要
性
、
ク
ラ
ス
 
 

タ
ー
弾
の
所
持
の
状
況
及
び
廃
業
過
擾
を
公
開
す
る
必
要
 
 

性
等
に
つ
い
て
凰
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
 
 

会
報
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
麦
す
．
 
 
 

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
．
本
法
律
実
は
全
会
t
 
 

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
 
 

○
随
長
へ
江
田
五
月
君
）
 
日
程
第
三
・
ク
ラ
ス
タ
1
弾
等
 
 

の
製
造
の
嫁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
 
 
 

日
程
第
四
 
経
済
迎
挽
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
 
 

明
啓
の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
缶
を
改
正
す
る
法
律
 
 

案
 
 （

い
ず
れ
も
内
閣
提
出
、
衆
は
院
送
付
）
 
 
 

以
上
両
案
を
一
括
し
て
議
胞
と
い
た
し
王
す
。
 
 
 

王
ず
、
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
経
済
産
菜
香
ほ
 
 

長
櫻
井
充
君
。
 
 

平
成
二
十
至
月
古
参
琵
会
読
筆
書
号
．
結
締
紺
咽
棚
腑
㈹
摘
掴
…
弼
溜
瑚
戦
…
腑
醐
附
難
…
棚
榊
粘
さ
爛
脚
…
…
珊
瑚
脚
‰
弼
捌
猟
…
禰
睨
誹
柵
…
糊
㍑
㈹
捌
佃
撞
瑚
折
指
摘
弼
㌫
掴
掴
 
二
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仔
細
匡
噴
の
丑
保
の
た
め
の
絶
対
及
び
検
証
笥
に
明
†
ろ
法
律
塞
の
中
間
用
告
 
 

〔
審
査
報
告
書
及
び
議
案
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
 
 

○
沌
長
（
江
田
五
月
君
）
 
こ
れ
よ
り
両
棄
を
一
指
し
て
採
 
 

決
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

両
泰
の
韓
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
い
 
 

ま
す
ー
 
 〔

投
叫
机
購
始
〕
 
 

○
班
長
（
Ⅱ
田
五
月
君
）
 
間
も
な
く
投
票
を
捨
了
い
た
し
 
 

王
す
．
 
－
 
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
 
 

〔
投
票
終
了
〕
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

次
に
、
経
済
連
状
協
定
に
逓
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
婁
 
 

の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
 
 

は
、
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び
 
 

経
済
上
の
辿
撒
に
閲
す
る
協
定
の
適
確
な
粟
施
を
確
保
す
 
 

る
た
め
、
経
済
産
其
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
輸
出
者
が
自
 
 

ら
原
産
地
旺
明
野
を
作
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
を
創
 
 

設
す
る
等
の
招
岨
を
洞
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
 
 

す
。
 
 
 

委
n
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
貿
易
自
由
化
の
度
合
い
が
 
 

商
い
経
済
迎
班
協
定
の
締
結
を
二
国
間
、
多
同
閏
で
推
進
 
 

し
て
い
く
た
め
の
今
後
の
方
針
、
特
定
原
産
地
証
明
蓮
の
 
 

円
滑
な
発
給
に
向
け
て
の
支
建
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
 
 

わ
れ
ま
し
た
が
．
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
ホ
知
 
 

新
い
ま
す
。
 
 
 

彗
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
姦
は
全
会
一
 
 

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
講
を
行
い
ま
し
 
 

た
．
 
 
 以

上
、
御
組
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

○
誠
長
（
江
田
五
月
君
）
 
こ
れ
よ
り
本
動
漬
の
採
決
を
い
 
 

た
し
ま
す
．
 
 
 

本
則
拭
の
米
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
 
 

い
ま
す
仁
 
 

〔
投
椚
耶
開
始
〕
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
君
）
 
小
川
勝
也
苗
外
二
名
か
ら
、
娃
 
 

成
鶉
を
得
て
、
 
 
 

厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
査
中
の
臓
器
の
移
植
に
 
 

潤
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
 
 

係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
 
 

正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
倹
討
及
び
検
旺
等
に
関
 
 

す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
厚
生
労
働
委
員
長
の
 
 

中
間
報
告
を
嵩
め
る
こ
と
の
動
痛
が
捷
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
際
、
日
毘
に
追
加
し
て
、
本
動
議
を
議
題
と
す
る
 
 

こ
と
に
つ
い
て
お
摺
り
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
に
腔
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。
 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
君
）
 
過
半
放
と
認
め
ま
す
。
 
 
 

よ
っ
て
．
本
動
捕
を
摘
埋
と
い
た
し
ま
す
。
 
 

よ
っ
て
、
両
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
 
 

た
t
 
（
拍
手
）
 
 

○
沌
長
（
江
田
五
月
葛
）
 
投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
 
 

す
。
 
 

投
栗
総
数
 
 

賛
成
 
 

反
対
 
 

〔
投
票
者
氏
名
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
 
 

二
百
二
十
二
 
 

二
百
二
十
二
 
 

〇
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
君
）
 
こ
れ
よ
り
、
臓
器
の
移
植
に
関
 
 

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係
 
 

る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
附
す
る
検
討
写
そ
の
他
適
正
 
 

な
移
植
医
銀
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
 
 

る
法
律
案
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
長
の
中
間
報
告
を
 
 

求
め
ま
す
ー
厚
生
労
働
委
員
良
辻
嚢
私
署
。
 
 

〔
辻
迩
弘
習
璧
旭
、
拍
手
〕
 
 

○
辻
泰
弘
老
 
嬢
嵩
の
移
捕
に
槻
す
る
法
律
の
〓
郡
を
改
 
 

正
す
る
韓
律
稟
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
舘
の
移
 
 

植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
 
 

た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
閲
す
る
法
彿
案
に
閲
し
、
悍
 
 

生
労
働
委
員
長
と
し
て
、
委
n
会
に
お
け
る
現
在
ま
で
の
 
 

審
査
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、
中
間
報
告
を
申
し
上
げ
ま
 
 

す
。
 
 
 

現
行
の
減
舘
の
移
植
に
関
す
る
法
律
は
、
内
閣
稔
埋
大
 
 

臣
の
諮
問
織
閑
と
し
て
総
埋
府
に
股
鐙
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
 
 

脳
死
臨
調
の
平
成
四
年
1
．
月
の
答
申
を
憎
ま
え
．
平
成
八
 
 
 

○
組
長
（
江
田
五
月
宕
）
 
間
も
な
く
投
票
を
精
了
い
た
し
 
 

ま
す
．
－
 
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
 
 

〔
投
票
終
了
〕
 
 

○
沌
長
（
江
田
五
月
宅
）
 
投
偶
の
括
某
を
報
告
い
た
し
ま
 
 

す
。
 
 

よ
っ
て
、
本
動
議
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

投
薬
総
数
 
 

賛
成
 
 

反
対
 
 
 

〔
投
票
者
氏
名
は
本
号
末
尾
に
相
磯
〕
 
 



以
外
の
二
人
以
上
の
医
師
の
判
断
の
一
致
に
よ
っ
て
行
わ
 
 

れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
第
五
項
及
び
聖
ハ
項
に
お
い
 
 

て
、
判
定
医
は
判
定
の
証
明
怨
を
作
成
し
、
臓
豊
の
揃
出
 
 

に
は
、
事
前
に
証
明
帯
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ち
な
 
 

い
こ
と
な
ど
の
修
正
等
を
加
え
て
．
平
成
九
年
六
月
十
七
 
 

日
に
参
歳
院
本
会
議
に
お
い
て
轄
正
拭
決
さ
れ
、
衆
捕
院
 
 

に
回
付
の
壊
．
同
日
、
六
月
十
七
日
の
災
城
慌
＊
会
議
に
 
 

お
い
て
同
意
を
経
て
成
立
し
、
同
年
十
月
十
六
日
に
施
行
 
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

ま
た
、
項
行
法
で
は
、
附
則
に
お
い
て
、
法
施
行
後
三
 
 

年
を
目
途
と
し
て
．
そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
 
 

れ
、
必
要
な
措
置
が
請
ぜ
ら
れ
る
ぺ
き
．
と
さ
れ
て
お
り
ま
 
 

す
が
、
法
改
正
に
至
ら
な
い
ま
ま
、
施
行
後
十
一
年
以
上
 
 

を
経
て
今
日
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
t
 
 
 

次
に
、
両
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
 
 

ま
す
。
 
 

こ
の
い
わ
ゆ
る
中
山
秦
は
、
脳
死
を
人
の
死
で
あ
る
こ
 
 

と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
平
成
九
年
四
月
二
十
四
日
に
 
 

衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
参
読
院
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
が
、
 
 

参
議
院
に
お
い
て
は
、
阻
死
に
関
す
る
様
々
な
茸
見
が
あ
 
 

る
こ
と
に
配
慮
し
、
現
行
法
の
第
六
条
第
t
一
項
に
お
い
 
 

て
、
脳
亮
し
た
者
の
身
体
を
死
体
に
含
め
て
臓
器
の
摘
出
 
 

が
で
き
る
の
は
、
臓
詣
提
供
の
眉
思
に
基
づ
い
て
蛸
課
が
 
 

摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
暑
が
脳
死
に
至
っ
た
と
判
定
き
 
 

れ
た
場
合
の
そ
の
身
体
に
限
定
す
る
こ
と
、
夢
二
項
に
お
 
 

い
て
、
脳
死
の
判
定
は
、
本
人
が
脳
死
の
判
定
に
従
う
意
 
 

思
を
書
面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
に
関
る
こ
と
、
第
 
 

四
項
に
お
い
て
、
脳
死
の
判
定
は
、
嫡
出
医
及
び
拶
捕
医
 
 
 

年
十
〓
月
に
衆
沌
院
卜
遠
出
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
中
山
纂
を
 
 

基
に
し
て
お
り
ま
す
．
 
 

平
竺
十
妄
七
月
十
。
参
捕
院
会
誠
崇
三
十
毒
謂
㌶
醐
詣
折
詣
醐
帥
㌫
賎
粍
附
詣
紹
銅
鐸
眠
恥
配
管
脳
笈
び
誓
の
琵
に
関
す
る
検
肘
讐
の
旭
適
正
な
移
楢
 
 
 

瞳
畏
が
緑
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
切
な
方
策
を
 
 

る
こ
と
、
第
五
に
、
政
府
は
．
虐
待
を
受
け
た
児
重
か
ら
 
 
 

検
討
し
、
必
要
な
梢
匿
を
捕
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
で
 
 

ぁ
り
、
〓
鱒
を
臓
き
、
公
布
日
の
t
中
経
か
ら
施
行
さ
れ
 
 

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
，
 
 
 

次
に
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
閲
す
 
 

る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
鰻
の
碓
憬
の
た
め
の
検
 
 

討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
実
は
、
臓
把
の
移
植
及
び
 
 

こ
れ
に
任
用
さ
れ
る
た
め
の
腫
据
の
摘
出
が
人
糊
の
悍
戯
 
 

の
保
持
及
び
人
権
の
保
抑
に
市
大
な
影
野
を
与
え
る
可
能
 
 

性
が
あ
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
 
 

に
よ
り
承
諾
し
た
場
合
を
加
え
る
軍
の
措
憶
を
溝
じ
よ
う
 
 

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
妻
は
、
第
一
に
、
現
在
 
 

は
、
本
人
が
四
面
に
よ
り
臓
器
の
提
供
意
思
を
去
示
し
て
 
 

い
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
移
植
の
 
 

た
め
の
峨
毘
摘
出
の
要
件
に
つ
い
て
、
新
た
に
、
本
人
が
 
 

臓
器
の
提
供
を
拒
否
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
姻
族
が
出
 
 

所
に
よ
り
承
諾
し
て
い
る
場
合
を
加
え
る
こ
と
、
第
二
 
 

に
、
脳
死
し
た
者
の
身
体
の
定
速
か
ら
、
「
そ
の
身
体
か
 
 

ら
拶
純
絹
に
他
州
さ
れ
る
た
め
の
臓
豊
が
摘
出
さ
れ
る
こ
 
 

と
と
な
る
者
で
あ
っ
て
」
と
の
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
、
 
 

箪
二
に
、
本
人
が
臓
器
提
供
の
憩
思
を
大
元
す
る
場
合
に
 
 

お
い
て
、
規
臓
に
対
し
臆
先
約
に
鵬
媒
を
提
供
す
る
廠
思
 
 

を
甜
面
に
よ
り
裁
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
四
 
 

に
、
．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
移
栖
恢
鳩
に
閲
す
る
啓
 
 

発
及
び
知
胡
の
普
及
に
必
ガ
な
施
縄
を
謝
す
る
も
の
と
す
 
 

ま
す
、
衆
縄
院
か
ら
提
出
さ
れ
骨
膜
鹿
の
移
植
に
側
す
 
 

る
法
律
の
〓
郡
を
改
正
す
る
法
律
塞
は
、
拶
楢
の
た
め
の
 
 

臓
器
摘
出
密
に
係
る
要
件
に
つ
い
て
、
本
人
の
生
前
の
瞞
 
 

豊
の
提
供
等
の
廠
－
思
が
不
明
の
場
合
に
、
追
放
等
が
む
面
 
 

た
っ
て
は
、
法
律
施
行
か
ら
〓
隼
問
、
内
閣
府
に
臨
時
千
 
 

ど
も
脳
死
・
臓
器
移
植
鋼
廠
会
を
股
超
し
、
子
ど
も
に
係
 
 

る
脳
死
及
び
臓
器
の
拶
他
に
つ
い
て
依
れ
た
識
見
を
有
す
 
 

る
学
諏
経
験
者
に
よ
る
専
門
的
な
澗
禿
審
誠
を
行
う
と
と
 
 

も
に
、
広
く
闇
民
の
廠
鼠
が
反
映
ざ
れ
る
よ
う
舵
癒
さ
れ
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
死
亡
し
た
背
の
身
 
 

体
か
ら
の
組
織
の
摘
出
及
び
拶
楢
に
関
す
る
制
度
、
生
体
 
 

か
ら
の
城
㌍
・
飢
棉
の
摘
出
及
び
移
植
に
閲
す
る
制
度
等
 
 

に
つ
い
て
、
法
律
施
行
後
一
年
を
日
通
に
検
討
を
加
え
る
 
 

こ
と
、
第
偶
に
、
例
は
、
帳
据
を
媒
供
す
る
悪
M
心
表
示
の
 
 

仔
勃
性
、
脳
死
判
定
の
適
正
性
等
の
調
査
、
分
析
を
池
じ
 
 

て
．
欄
植
匠
娠
の
適
正
な
爽
施
を
図
る
た
め
の
検
証
を
遅
 
 

滞
な
く
行
い
、
そ
の
結
果
を
偶
人
情
報
の
保
禎
に
椚
思
し
 
 

つ
つ
公
表
す
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

次
に
、
碓
査
経
過
の
概
せ
に
つ
い
て
巾
し
上
げ
ま
す
．
 
 
 

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
－
世
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 
 

案
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
「
日
に
衆
捕
院
に
提
出
さ
 
 
 

び
峨
墨
の
移
他
に
関
す
る
粍
討
並
び
に
当
綾
植
村
に
係
る
 
 

臨
時
子
ど
も
脳
死
．
・
臓
裸
移
納
納
丑
会
の
設
匿
に
つ
い
て
 
 

定
め
る
と
と
も
に
．
適
正
な
牲
柿
医
塘
の
確
保
の
た
め
の
 
 

検
討
及
び
検
証
循
に
つ
い
て
淀
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
 
 

そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
脳
死
し
た
子
ど
も
の
身
体
 
 

か
ら
の
移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
器
の
摘
出
そ
の
 
 

他
子
ど
も
に
係
る
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
掴
扱
に
つ
い
て
 
 

は
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
の
判
定
基
叩
、
臓
器
の
提
供
に
 
 

倒
す
る
子
ど
も
の
自
己
決
定
と
捌
の
糊
与
、
虐
待
を
受
け
 
 

た
子
ど
も
の
身
体
か
ら
の
暇
謂
の
摘
出
を
防
止
す
る
た
め
 
 

の
有
効
な
仕
組
み
時
に
閲
し
検
討
が
加
え
ら
れ
、
必
要
が
 
 

あ
る
と
㍑
め
ら
れ
る
と
き
は
所
要
の
潜
膜
が
描
ぜ
ら
れ
る
 
 

も
の
と
す
る
こ
と
、
第
二
ヒ
、
こ
の
倹
討
を
行
う
に
当
 
 協

捕
会
、
日
本
宗
敢
迎
盟
 
全
団
腎
臓
病
協
班
会
、
全
問
 
 

交
通
事
故
追
放
の
会
、
日
＊
伴
地
文
媛
協
会
の
各
団
体
の
 
 

聞
係
者
、
ま
た
、
作
豪
√
経
論
豪
の
柳
田
参
考
人
t
 
自
治
 
 

医
科
大
学
の
小
棒
参
考
人
、
兵
庫
医
柑
大
学
の
谷
渾
参
考
 
 

委
艮
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
線
案
を
一
括
し
て
祐
 
 

也
と
し
、
六
月
三
十
日
に
、
暇
毘
の
移
植
に
闇
す
る
法
排
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
法
緋
賽
に
つ
い
て
発
構
有
難
議
院
脹
 
 

貝
山
内
廉
一
芭
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
隈
舘
の
移
楢
 
 

に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
癖
の
確
保
の
た
 
 

め
の
検
討
及
び
娩
鉦
布
に
閲
す
る
法
挫
実
に
つ
い
て
発
溝
 
 

背
岡
崎
ト
ミ
千
村
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
我
が
 
 

国
に
お
け
る
瞞
開
移
植
の
経
緯
、
現
状
等
に
つ
い
て
、
政
 
 

府
参
考
人
か
ら
の
脱
明
偲
取
及
び
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
．
脳
死
判
定
か
ら
臓
器
捗
他
に
至
る
医
学
的
プ
ロ
 
 

セ
ス
及
び
脳
死
下
で
の
臓
…
砧
提
供
事
例
に
係
る
掩
証
会
誠
 
 

に
お
け
る
検
証
結
果
に
つ
い
て
、
同
検
証
会
場
座
長
の
藤
 
 

原
参
考
人
か
ら
の
説
明
鹿
廠
及
び
朋
尺
佳
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

次
い
で
、
七
月
二
日
、
六
日
及
び
七
日
に
は
、
参
考
人
 
 

と
し
て
、
日
本
弁
遁
士
連
合
会
、
日
本
庭
師
会
、
日
本
救
 
 

急
医
学
会
、
梶
詑
抄
値
患
者
間
体
迎
緒
会
、
日
本
移
拙
筆
 
 

会
．
．
日
本
小
児
科
乍
会
．
日
本
移
納
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
 

れ
、
今
同
会
ま
で
細
托
癖
縄
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
 
 

本
年
六
月
十
八
日
に
衆
溝
院
か
ら
送
付
さ
わ
ま
し
た
．
子
 
 

ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
賦
舘
の
移
他
に
閲
す
る
検
討
平
そ
 
 

の
他
適
正
尤
移
植
医
疲
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
妊
 
 

婦
に
関
す
る
法
律
案
は
、
六
月
二
十
三
日
に
干
東
欣
千
古
 
 

外
八
名
よ
り
本
院
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
画
法
純
真
に
つ
 
 

い
て
は
．
六
月
二
十
六
日
の
本
会
城
に
お
い
て
趣
旨
説
明
 
 

が
行
わ
れ
、
同
日
、
厚
生
労
働
惑
自
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
 
 

た
．
 
 



官  

人
、
杏
林
大
学
の
島
崎
参
考
人
、
東
京
財
団
の
雌
鳥
参
考
 
 

人
．
上
智
大
学
の
町
野
参
考
人
、
大
阪
大
学
の
高
原
参
考
 
 

人
、
大
願
府
立
大
学
の
森
岡
参
考
人
、
東
京
大
学
の
米
本
 
 

参
考
人
の
延
べ
二
十
名
の
様
々
な
立
場
で
臓
器
移
植
に
か
 
 

か
わ
る
方
々
を
招
い
て
意
見
を
艦
壊
し
、
質
疑
を
行
い
ま
 
 

し
た
．
 
 
 

参
考
人
か
ら
は
、
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
の
是
 
 

非
、
救
急
医
疲
の
現
状
と
体
制
股
備
の
必
要
性
．
本
人
の
 
 

意
思
が
不
明
な
場
合
に
家
族
の
承
諾
に
よ
る
瞬
韓
移
植
を
 
 

認
め
る
こ
と
の
妥
当
性
、
小
児
の
長
期
脳
死
の
爽
臆
及
び
 
 

脳
死
判
定
の
困
難
さ
、
披
虐
待
児
に
対
す
る
対
応
、
ド
 
 

ナ
ト
家
族
等
に
対
す
る
ケ
ア
の
必
要
性
、
移
植
コ
ー
デ
千
 
 

ネ
一
夕
ー
の
在
り
方
、
海
外
に
お
け
る
移
植
医
痴
の
動
 
 

向
、
組
織
移
植
・
生
体
移
植
の
規
制
の
必
要
性
、
親
族
へ
 
 

の
健
先
程
供
に
関
す
る
問
題
点
等
に
側
し
て
、
様
々
な
立
 
 

場
、
視
点
か
ら
の
大
変
食
重
な
御
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
 
 

き
ま
し
た
。
 
 
 

さ
ら
に
、
八
日
に
は
、
両
棄
の
審
査
に
．
托
す
る
た
め
、
 
 

東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
及
び
東
邦
大
学
医
墟
セ
ン
タ
ー
 
 

大
森
病
院
を
視
督
し
、
移
植
医
癖
の
現
場
に
従
解
す
る
 
 

方
々
か
ら
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
専
門
家
か
ら
い
た
だ
い
た
御
意
見
も
踏
ま
え
ま
 
 

し
て
、
七
月
七
日
及
び
九
日
に
は
．
提
出
者
及
び
政
府
に
 
 

対
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
亡
 
 
 

次
に
、
両
法
律
案
に
関
す
る
質
疑
の
概
要
に
つ
い
て
申
 
 

し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

ま
ず
、
臓
笠
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
 
 

る
法
徳
実
に
閲
し
、
第
六
条
第
二
項
の
脳
死
し
た
者
の
身
 
 

体
の
定
義
に
お
い
て
、
「
そ
の
身
体
か
ら
移
植
術
に
使
用
 
 

平
成
二
十
妄
七
月
古
参
議
院
会
摘
録
窮
≒
十
七
号
罷
0
0
鵬
柵
批
用
材
㌫
榊
㌍
拙
舶
馳
請
詣
離
職
飢
㌍
配
雛
係
る
脳
死
及
び
曜
M
芸
移
植
に
関
す
る
倹
討
等
そ
の
他
適
正
な
琵
 
 

四
 
 

さ
れ
る
た
め
の
帳
豊
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
脊
で
 
 

あ
っ
て
」
と
の
文
言
を
削
除
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
の
質
疑
 
 

に
対
し
て
は
、
脳
死
は
人
の
死
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
 
 

お
む
ね
社
会
的
に
受
容
き
れ
て
い
る
と
す
る
脳
死
繭
期
の
 
 

最
終
答
申
や
近
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
 
 

え
、
脳
死
は
一
般
に
人
の
死
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
前
拉
 
 

に
、
こ
の
考
え
方
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
滋
現
と
な
る
よ
う
 
 

文
苫
を
削
除
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

ま
た
、
本
人
の
悪
風
が
不
明
の
場
合
に
退
城
の
承
諾
に
 
 

よ
る
臓
鰐
提
供
を
謎
め
る
の
は
な
ぜ
か
と
の
慣
蜂
に
対
し
 
 

て
は
、
臓
器
提
供
歎
が
少
な
い
状
況
で
海
外
渡
航
移
植
や
 
 

生
体
間
捗
植
が
行
わ
れ
て
い
・
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
一
方
 
 

で
、
最
近
の
世
論
調
査
の
結
果
等
か
ら
、
家
族
の
承
詣
で
 
 

脳
死
判
定
、
臓
器
移
地
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
 
 

国
民
の
埋
解
が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
答
弁
 
 

が
あ
り
ま
し
た
亡
 
 
 

そ
の
は
か
、
第
六
条
第
二
項
の
脳
死
し
た
者
の
身
体
の
 
 

定
義
の
変
更
が
央
鞍
に
臓
詑
移
植
に
か
か
わ
る
家
族
に
与
 
 

え
る
膨
腎
、
子
ど
も
の
意
思
表
示
と
拗
の
代
諾
ヒ
つ
い
て
 
 

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
図
ら
れ
 
 

る
必
要
性
、
被
虐
待
児
か
ら
の
臓
舘
提
供
を
防
止
す
る
力
 
 

持
、
長
川
脳
死
車
例
に
対
す
る
詑
蘭
、
粗
放
へ
の
使
先
提
 
 

供
を
明
記
す
る
こ
と
の
妥
当
性
、
臓
器
提
供
者
の
豪
放
に
 
 

対
す
る
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
、
臓
器
移
植
に
御
し
て
知
的
 
 

障
害
者
等
の
摘
利
が
投
書
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
の
 
 

追
究
性
、
生
体
移
植
に
閲
す
る
法
猥
備
の
必
要
性
軍
に
つ
 
 

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
p
 
 
 

次
に
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
袖
に
関
す
 
 

る
検
討
零
そ
の
他
適
正
な
拶
柄
医
療
の
碓
侃
の
た
め
の
検
 
 

討
及
び
検
証
率
に
関
す
る
法
律
案
に
閲
し
、
臨
時
子
ど
も
 
 

脳
死
・
瞬
梶
棒
他
糾
査
会
に
つ
い
て
、
一
年
と
い
う
期
間
 
 

で
結
論
を
得
ら
れ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
法
律
 
 

案
は
子
ど
も
脳
死
臨
調
の
設
隈
肋
間
を
施
行
日
か
ら
一
年
 
 

間
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、
一
年
以
内
に
結
論
が
 
 

出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
並
行
し
て
国
会
に
お
い
て
も
 
 

し
っ
か
り
と
検
討
し
、
立
法
府
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
結
 
 

論
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
．
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

主
た
、
こ
の
法
紳
系
に
は
成
人
の
臓
器
提
供
を
増
や
す
 
 

追
捕
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
1
 
臓
 
 

詐
提
供
の
相
加
の
た
め
に
は
国
民
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
 
 

が
何
よ
り
も
必
斐
で
あ
り
、
子
ど
も
脳
死
臨
鋼
で
の
国
民
 
 

的
痛
論
、
移
机
医
療
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
の
検
証
 
 

等
に
よ
り
国
民
の
理
舶
が
深
ま
る
こ
と
と
な
る
と
と
も
 
 

に
、
臓
器
摘
出
・
移
姉
を
行
う
医
税
収
関
に
つ
い
て
厚
生
 
 

労
働
命
令
で
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
医
療
擁
閥
の
体
 
 

制
が
整
備
さ
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
．
脳
死
を
一
律
に
人
の
死
と
す
る
こ
と
の
間
 
 

遁
性
、
意
思
表
示
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
臓
措
描
供
 
 

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
、
現
行
の
移
植
医
痴
、
 
 

脳
死
判
定
基
準
に
対
す
る
評
仙
、
児
童
の
脳
死
判
定
基
準
 
 

を
厳
橘
化
す
る
必
要
性
、
尊
朕
死
に
対
す
る
見
解
、
日
本
 
 

人
の
死
生
机
や
み
と
り
に
対
す
る
受
け
止
め
方
等
に
つ
い
 
 

て
曹
捉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
、
政
府
に
対
し
て
は
、
国
民
の
臓
器
移
栖
に
 
 

附
す
る
普
及
啓
発
の
取
組
状
況
．
イ
ス
タ
ン
プ
・
・
ル
宣
言
 
 

以
降
の
締
外
国
に
お
け
る
渡
航
移
植
希
望
者
へ
の
対
応
、
 
 

臓
墨
移
植
に
係
る
常
用
の
保
険
適
用
状
況
、
移
植
コ
・
－
 
 

デ
ィ
ネ
ー
・
ク
ー
等
の
現
状
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
 
 

し
た
．
 
 
 

さ
ら
に
、
七
月
九
日
、
臓
誰
の
移
植
に
閲
す
る
法
律
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
法
押
葉
に
対
し
て
、
谷
博
之
番
組
外
五
 
 

名
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
．
 
 
 

そ
の
主
な
内
容
は
、
耶
一
に
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
 
 

か
ら
「
そ
の
身
体
か
ら
移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
 
 

器
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
で
あ
っ
て
J
と
の
文
言
 
 

を
削
除
す
る
改
正
を
行
わ
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
被
虐
待
 
 

児
が
死
亡
し
た
場
合
に
当
誠
児
軟
か
ら
棉
柑
が
提
供
さ
れ
 
 

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
検
討
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
 
 

施
行
す
る
こ
と
、
琴
二
に
、
児
窮
の
脳
死
判
定
に
つ
い
て
 
 

は
、
児
前
の
身
体
の
特
性
に
関
す
る
医
学
的
知
見
を
十
分
 
 

に
踏
ま
え
る
こ
と
、
第
四
に
、
法
律
の
逆
用
に
当
た
っ
 
 

て
、
脳
死
判
定
・
臓
㌍
摘
出
に
関
す
る
児
亜
布
の
思
い
を
 
 

尊
重
す
る
家
族
の
心
梢
な
ど
が
十
分
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
す
る
こ
と
、
第
五
に
、
梶
㍑
の
摘
出
が
過
誠
に
及
ぼ
す
 
 

心
理
的
影
甲
の
誠
拍
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
 
 

こ
と
、
第
六
に
、
脳
死
の
判
定
、
臓
鱈
の
摘
出
の
適
正
性
 
 

等
に
つ
い
て
事
後
的
な
検
証
蛎
を
行
う
こ
と
、
第
七
に
、
 
 

法
施
行
三
年
後
を
目
途
に
、
耕
法
の
全
般
ヒ
つ
い
て
検
討
 
 

を
加
え
る
こ
と
帯
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

修
正
案
に
対
し
．
修
正
案
に
よ
っ
て
改
正
案
の
何
が
変
 
 

わ
る
の
か
と
の
賓
疑
に
対
し
て
は
、
帳
器
移
植
に
関
す
る
 
 

修
正
案
の
考
え
方
の
基
本
は
改
正
案
と
共
通
し
て
い
る
 
 

が
、
脳
死
を
一
般
に
人
の
死
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
．
 
 

国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
Ⅲ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
の
下
 
 

で
、
文
言
の
削
除
に
よ
り
、
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
 
 

る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
心
た
。
 
 
 

修
正
案
に
お
い
て
も
本
人
の
意
思
拳
不
が
な
い
場
合
に
 
 

家
族
の
承
諾
の
み
で
臓
舘
を
摘
出
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
 
 

る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
疏
近
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官  射
 
 

報
 
 
 

○
報
長
（
江
田
五
月
宕
）
 
小
川
勝
也
君
外
二
名
か
ら
、
賛
 
 

成
者
を
待
て
、
 
 
 

中
間
報
告
が
あ
っ
た
職
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
 
 

部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
 
 

器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
 
 

確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
は
、
 
 

組
院
の
会
議
に
お
い
て
直
ち
に
審
消
す
る
こ
と
の
動
泊
が
 
 

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

よ
っ
て
、
本
動
践
を
演
題
と
い
た
し
ま
す
。
 
 

の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
本
人
の
意
思
が
不
明
な
槻
合
に
 
 

家
族
の
承
諾
で
臓
器
提
供
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
六
 
 

二
％
が
賛
成
し
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
の
渡
航
移
植
に
多
 
 

く
の
支
壌
金
が
貼
蓋
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
的
合
急
 
 

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
対
案
で
は
な
く
撞
正
賓
と
し
た
こ
と
に
つ
 
 

い
て
の
見
解
、
第
六
条
第
二
項
の
文
言
を
削
除
し
な
い
こ
 
 

と
が
ド
ナ
ー
の
豪
族
に
及
ぼ
す
影
野
、
被
虐
待
児
か
ら
の
 
 

蟻
器
提
供
を
防
ぐ
具
体
的
方
策
を
施
行
日
ま
で
に
確
立
す
 
 

る
必
要
性
、
小
児
の
脳
死
判
定
基
準
の
検
討
の
見
通
し
等
 
 

に
つ
い
て
貿
建
が
行
わ
れ
．
臓
韓
の
移
植
に
倒
す
る
法
律
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
．
間
接
正
案
及
び
子
ど
も
に
 
 

係
る
脳
死
及
び
暗
譜
の
移
植
に
関
す
る
検
討
癒
そ
の
他
適
 
 

正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
 
 

す
る
法
律
象
に
対
す
る
軍
疑
を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。
 
 
 

以
上
が
．
厚
生
労
働
黍
良
妻
に
お
け
る
昨
日
ま
で
の
審
 
 

査
の
経
過
－
窒
詫
の
軋
腰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
参
描
院
会
痛
棒
琴
二
十
七
号
如
刷
謀
鰭
蒜
謂
伽
塩
肌
誹
齢
瑚
錮
嗣
㌫
韻
賢
㌶
理
研
諸
般
鵬
猷
格
錆
刷
槻
腑
描
叩
班
錆
読
舐
蹄
詰
鴇
机
柚
識
僅
讐
打
誓
た
め
の
極
 
意
 
 
 

○
兢
長
（
Ⅱ
田
五
月
老
）
 
臓
器
の
移
橘
に
関
す
る
法
律
の
 
 

一
帥
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
粗
院
提
出
）
 
 
 

子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
附
す
る
披
討
 
 

等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
燐
の
辟
保
の
た
め
の
検
肘
及
び
 
 

検
旺
等
に
関
す
る
法
律
案
（
千
兼
摂
千
若
外
八
名
発
鴻
）
 
 
 

以
上
両
案
を
一
括
し
て
捕
畑
と
い
た
し
ま
す
。
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
君
）
 
臓
混
の
移
他
に
倒
す
る
法
津
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
し
、
南
野
知
慮
子
肯
か
 
 

ら
．
成
規
の
虎
成
占
を
得
l
し
、
修
正
案
が
侵
出
さ
れ
て
お
 
 

り
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
よ
り
車
動
偶
の
採
決
を
い
た
し
ま
す
．
 
 
 

本
軌
沌
の
僅
否
に
つ
い
て
、
投
砦
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
 
 

い
ま
す
。
 
 

〔
投
叩
明
囲
始
〕
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
雲
）
 
間
も
な
く
投
票
を
終
7
い
た
し
 
 

ま
す
。
・
－
 
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
 
 

〔
投
叩
晒
終
7
〕
 
 

○
用
長
（
江
田
五
月
召
）
 
投
黒
の
結
架
を
報
告
い
た
し
ま
 
 

す
．
 
 

反
対
 
 

よ
っ
て
、
本
動
議
は
可
決
さ
れ
吏
し
た
。
 
 

投
求
総
数
 
 

姥
成
 
 

〔
縄
稟
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
 
 

〔
投
砦
骨
氏
名
は
木
琴
末
尾
に
摘
織
〕
 
 

二
百
十
一
 
 

百
八
十
八
 
 

二
十
三
 
 

〔
南
野
知
旭
千
若
堂
畑
、
拍
手
〕
 
 

○
南
野
知
魁
子
竃
 
私
は
、
椴
贈
の
移
抽
に
糊
す
る
法
律
 
 

の
一
郎
を
改
正
す
る
法
律
寮
ヒ
対
し
、
帖
正
の
勅
溝
を
提
 
 

出
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

そ
の
内
寓
は
、
お
手
元
に
配
付
さ
れ
て
お
り
去
す
寮
文
 
 

の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
．
 
 
 

こ
れ
よ
り
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
 
 

す
。
 
 
 

臓
豊
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
二
部
－
部
を
改
正
す
る
法
律
 
 

案
で
は
、
第
六
条
第
二
職
の
脳
死
し
た
昔
の
身
体
の
定
満
 
 

に
つ
い
て
、
「
そ
の
身
体
か
ら
移
刷
備
に
蛙
川
さ
れ
る
た
 
 

め
の
賦
祝
が
構
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
指
で
あ
っ
て
」
と
 
 

の
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
8
 
 
 

こ
の
文
諾
は
、
平
成
九
年
の
法
制
定
時
に
客
用
院
に
お
 
 

い
て
、
脳
死
は
人
の
死
か
に
つ
い
て
国
民
の
議
論
が
分
か
 
 

れ
る
中
で
、
偏
死
を
二
律
に
人
の
死
と
せ
ず
、
瞳
謹
提
供
 
 

．
を
行
う
相
合
に
つ
い
て
の
み
胴
死
を
人
の
死
と
す
る
と
い
 
 

う
結
胸
を
明
き
出
し
、
校
正
溝
決
に
至
っ
た
纏
綿
が
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
そ
の
文
言
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
般
的
に
 
 

脳
死
は
人
の
死
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
国
 
 

民
の
問
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

あ
る
世
論
綱
発
に
お
い
て
は
、
半
放
以
上
の
同
氏
が
、
 
 

臓
器
提
供
の
柏
倉
に
限
り
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
と
い
う
 
 

案
文
を
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
持
ち
く
 
 

だ
さ
い
．
 
 
 

こ
の
粕
、
修
正
粟
の
趣
旨
説
明
を
求
め
ま
す
。
南
野
知
 

恵
子
誤
．
 
 〔

試
案
は
本
符
末
尾
に
捕
縄
〕
 
 

現
在
の
枠
組
み
を
伯
起
し
て
お
り
ま
す
．
黍
只
会
密
造
に
 
 

お
い
て
も
、
匠
墟
や
法
曹
の
閲
昧
普
や
有
沈
省
の
方
々
か
 
 

ら
、
こ
の
間
偶
に
つ
い
て
は
欄
行
法
を
踏
堕
す
ぺ
き
と
の
 
 

意
見
が
多
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
．
 
 
 

日
本
人
の
死
生
観
、
人
の
生
や
死
に
対
す
る
様
々
な
郁
 
 

炬
睨
や
考
え
方
は
線
舵
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．
国
民
 
 

的
合
意
が
い
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
胴
死
は
人
の
死
を
 
 

前
提
と
し
て
改
正
を
行
う
こ
と
は
、
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
 
 

ん
－
 
 
 ま

た
、
改
正
案
で
は
．
被
虐
待
児
か
ら
の
吊
諾
摘
出
を
 
 

防
止
す
る
た
め
の
換
珂
は
、
公
布
か
ら
一
年
後
に
施
行
す
 
 

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
圭
す
。
し
か
し
、
旭
虐
待
児
に
つ
 
 

い
て
は
、
改
正
法
施
行
ま
で
の
偶
に
検
討
を
行
う
こ
と
が
 
 

必
堆
で
す
．
同
時
に
、
児
爺
の
脳
死
判
定
に
つ
い
て
は
、
 
 

成
人
と
は
異
な
る
児
能
の
特
性
に
十
分
配
膳
し
た
適
正
な
 
 

脳
死
判
定
載
叩
を
定
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
 
 
 

さ
ら
に
．
賦
豊
の
堤
供
に
当
た
っ
て
ほ
、
ド
ナ
ー
を
み
 
 

と
る
家
族
や
池
族
へ
の
視
点
も
航
璧
で
あ
り
ま
す
。
せ
す
 
 

る
者
を
失
っ
た
悲
し
み
に
加
え
、
暇
詑
提
供
と
い
う
覗
い
 
 

決
断
を
迫
ら
れ
る
棄
族
の
心
佃
は
零
す
る
に
余
り
あ
り
ま
 
 

す
。
脳
死
と
い
う
邪
炎
を
受
容
し
、
納
得
す
る
た
め
に
は
 
 

時
間
を
要
し
ま
す
．
孜
が
子
の
思
い
を
噂
瓜
し
た
い
と
の
 
 

心
肺
や
牧
人
に
寄
り
嘩
つ
時
間
を
求
め
る
心
機
等
に
つ
い
 
 

て
、
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
必
嘔
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 
 

追
脹
の
心
の
餞
躇
は
そ
の
緒
の
生
活
に
お
い
て
も
親
く
場
 
 

合
が
あ
り
、
通
族
の
苦
悩
を
緩
和
す
る
た
め
の
支
援
に
つ
 
 

い
て
換
肘
を
行
い
、
対
策
を
帥
ず
る
こ
と
が
必
要
で
す
．
 
 
 

ま
た
、
脳
死
下
で
の
移
l
折
医
預
に
つ
い
て
の
国
民
的
埋
 
 

鮒
を
進
め
る
た
め
、
脳
死
判
定
及
び
臓
器
摘
出
の
状
況
に
 
 

閲
し
椀
証
琴
を
遅
滞
な
く
行
う
こ
と
が
移
植
医
墟
に
閲
す
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官  

る
透
明
性
を
確
保
す
る
批
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

加
え
て
、
俄
器
移
植
の
実
施
状
況
、
医
学
．
医
療
技
術
 
 

の
進
歩
、
国
民
意
識
の
推
移
な
ど
を
踏
ま
え
、
施
行
後
三
 
 

年
を
呂
途
と
し
て
法
律
の
全
般
的
見
直
し
を
行
う
必
要
が
 
 

あ
り
ま
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
措
識
の
下
、
車
幅
正
妾
を
提
出
す
る
も
の
 
 

で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

以
下
．
提
出
す
る
修
正
案
の
骨
子
を
御
説
明
い
た
し
ま
 
 

す
。
 
 
 

第
叩
に
、
原
案
で
は
、
脳
死
し
た
者
の
身
体
に
つ
い
て
 
 

定
め
る
第
六
条
第
二
項
の
規
定
か
ら
、
「
そ
の
身
体
か
ら
 
 

移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
韓
が
嫡
出
さ
れ
る
こ
と
 
 

と
な
る
看
で
あ
っ
て
」
と
の
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
 
 

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
改
正
を
行
わ
ず
、
瑚
行
ど
 
 

お
り
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
－
 
 
 

第
二
に
、
検
討
等
に
閲
す
る
修
正
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ま
ず
、
虐
待
を
受
け
た
児
踊
が
死
亡
し
た
場
合
に
当
該
 
 

児
童
か
ら
臓
器
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
 
 

た
め
の
検
討
に
関
す
る
規
定
に
つ
き
ま
し
て
、
公
布
の
日
 
 

か
ら
魔
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
－
 
 
 

麦
た
、
検
討
等
に
閲
し
、
次
の
五
項
目
を
追
加
し
て
お
 
 

り
ま
す
。
 
 

一
項
目
め
と
し
て
、
臓
器
の
摘
出
に
係
る
脳
死
の
判
定
 
 

に
つ
い
て
の
悍
生
労
働
省
令
は
、
児
童
に
つ
い
て
の
臓
器
 
 

の
席
出
に
係
る
脳
死
の
判
定
に
関
し
て
は
、
児
童
の
身
体
 
 

の
特
性
に
関
す
る
医
学
的
知
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
定
め
 
 

ら
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

二
項
日
め
と
し
て
、
政
府
は
、
新
法
の
運
用
に
当
た
っ
 
 

て
は
、
脱
脂
の
摘
出
に
係
る
脳
死
の
判
定
及
び
隅
誰
の
摘
 
 

出
に
関
す
る
当
該
者
、
特
に
当
該
児
童
の
思
い
を
そ
の
昔
 
 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
 
鯵
議
院
会
浅
緑
第
三
十
七
号
 
臓
㌍
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
紫
外
一
件
 
 

の
家
族
又
は
追
放
が
尊
巫
す
る
等
の
こ
れ
ら
に
関
す
る
そ
 
 

の
者
の
家
族
又
は
追
放
の
心
情
が
十
分
に
配
臆
さ
れ
る
と
 
 

に
、
遭
族
が
臓
器
が
嫡
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
沓
に
 
 

と
も
 
 

寄
り
添
う
時
間
を
求
め
る
等
の
遺
族
の
心
情
か
十
分
に
配
 
 

慮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

三
項
目
め
と
し
て
、
政
府
は
、
臓
器
の
楢
出
が
池
族
に
 
 

心
理
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
場
合
に
お
い
て
こ
れ
が
緩
和
さ
 
 

れ
る
よ
う
、
当
該
通
族
に
対
す
る
適
切
な
支
ほ
に
つ
い
て
 
 

検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
腿
を
皿
 
 

ず
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

四
瑚
目
め
と
し
て
、
政
府
は
、
当
分
の
問
、
研
法
に
よ
 
 

る
脳
死
の
判
定
の
状
況
及
び
新
法
に
よ
る
臓
器
の
摘
出
の
 
 

状
況
に
閲
し
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
近
状
の
同
意
を
 
 

得
た
上
で
公
表
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

五
項
目
め
と
い
た
し
ま
し
て
、
新
法
に
よ
る
臓
器
の
移
 
 

植
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
緋
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
 
 

て
、
そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
 
 

と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

な
お
、
一
項
目
め
か
ら
三
項
目
め
ま
で
は
公
布
の
日
か
 
 

ら
、
四
項
目
め
及
び
五
項
目
め
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
 
 

て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
 
 

麦
す
。
 
 
 

以
上
が
修
正
案
の
迦
旨
説
明
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

何
と
ぞ
誠
n
各
位
の
御
世
同
を
泊
り
ま
す
よ
う
お
仰
い
 
 

申
し
上
げ
ま
す
．
（
拍
手
）
 
 

○
組
長
（
江
田
五
月
召
）
 
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
霊
 
 

の
接
尾
に
関
す
る
検
討
許
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
墟
の
碓
 
 

保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
昔
に
関
す
る
法
印
案
は
、
予
 
 

算
を
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
会
法
第
五
十
七
粂
 
 

の
三
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
の
廠
見
を
聴
取
い
た
し
ま
 
 ○

班
長
蓬
田
五
月
君
）
 
討
論
の
通
告
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 

順
次
稚
苗
を
許
し
ま
す
．
石
井
み
ど
り
君
。
 
 

〔
石
井
み
ど
り
書
登
壇
、
拍
手
〕
 
 

○
石
井
み
ど
り
君
 
自
由
民
主
党
の
石
井
み
ど
り
で
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

本
日
は
、
党
派
を
超
え
て
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
 
 

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
い
わ
ゆ
る
A
案
の
梵
成
 
 

討
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 
 
 

日
＊
で
初
の
脳
死
判
定
を
さ
れ
た
の
が
十
年
前
、
一
九
 
 

九
九
年
二
月
二
十
八
日
、
そ
し
て
三
月
一
日
朝
ま
で
に
心
 
 

臓
、
肝
臓
、
腎
臓
の
移
植
手
術
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し
 
 

た
．
こ
の
十
年
問
、
臓
器
移
植
は
八
十
一
件
が
実
施
さ
 
 

れ
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
と
い
う
毒
蛾
を
上
げ
る
こ
と
 
 

が
で
き
ま
し
た
。
 
 
 

今
回
、
本
案
に
お
い
て
は
、
幅
握
移
植
法
に
お
け
る
本
 
 

人
の
生
前
の
意
思
を
尊
並
す
る
埋
念
を
生
か
し
っ
つ
、
臓
 
 

器
の
提
供
が
詑
ゆ
ら
丸
る
要
件
に
つ
い
て
、
新
た
に
、
本
 
 

人
の
意
…
心
が
不
明
の
場
合
に
も
、
年
齢
を
問
わ
ず
家
族
が
 
 

曲
面
に
よ
り
臓
醤
の
提
供
を
承
諾
し
た
喝
合
を
加
え
、
州
 
 

外
閲
と
同
様
に
械
詑
移
柵
が
謎
め
ら
れ
る
要
件
を
そ
ろ
え
 
 

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

す
。
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
．
 
 

〔
国
務
大
臣
舛
添
要
一
督
誰
規
、
拍
手
〕
 
 

○
同
梯
大
臣
（
舛
添
要
〓
革
）
一
撃
議
院
ほ
貝
千
乗
京
子
君
 
 

外
八
名
提
出
の
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
陥
指
の
移
植
に
 
 

閲
す
る
検
討
軍
そ
の
他
適
正
な
移
榊
医
療
の
確
促
の
た
め
 
 

の
検
討
及
び
検
証
如
に
側
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
 
 

は
、
政
府
と
し
て
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
 
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
（
柏
手
）
 
 

昨
年
五
月
に
開
か
れ
た
同
腑
移
植
学
会
で
は
、
イ
ス
タ
 
 

ン
プ
ー
ル
宣
諒
と
し
て
、
臓
指
先
可
搬
航
拶
榔
の
原
則
 
 

禁
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
苫
で
は
、
自
国
民
の
移
 
 

楢
は
自
国
内
で
行
う
べ
き
と
し
、
移
鵬
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
防
 
 

止
す
べ
く
、
白
岡
内
で
の
臓
器
は
供
を
推
進
す
る
よ
う
各
 
 

国
に
要
請
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

現
行
法
で
は
、
本
人
の
ぜ
而
に
よ
る
意
思
ぉ
ご
不
が
臓
提
 
 

移
植
に
必
要
で
あ
る
た
め
、
十
二
年
に
わ
た
り
意
思
表
示
 
 

カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
内
l
周
府
の
世
泊
 
 

調
査
で
示
さ
れ
る
と
お
り
、
提
供
意
思
を
記
入
し
た
カ
ー
 
 

ド
を
常
時
所
持
し
て
い
る
と
答
え
た
人
は
放
％
に
と
ど
 
 

ま
っ
て
お
り
、
臓
柁
提
供
を
し
た
い
意
思
が
反
映
さ
れ
て
 
 

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

他
方
．
一
日
千
秋
の
思
い
で
臓
器
の
提
供
を
待
た
れ
て
 
 

い
．
る
多
く
の
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
 
 

さ
ん
は
、
腕
誓
を
移
地
す
る
槻
会
が
あ
れ
ば
普
通
の
生
活
 
 

が
送
れ
る
ほ
ど
の
回
復
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
に
も
か
か
 
 

わ
ら
ず
、
我
が
国
の
臓
相
棒
構
に
係
る
要
件
に
よ
っ
て
、
 
 

諸
外
国
の
よ
う
な
臓
器
の
睨
供
を
受
け
る
機
会
が
奪
わ
 
 

れ
、
命
を
失
う
血
書
さ
ん
が
多
く
存
在
し
て
い
る
の
は
真
 
 

に
国
会
に
お
け
る
不
作
為
の
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
 
 

ん
．
 
 
 脳

死
の
議
論
の
階
、
小
児
に
は
長
川
脳
死
と
い
う
問
題
 
 

が
度
々
指
摘
を
さ
れ
て
い
ま
す
．
脳
死
状
態
で
あ
っ
て
 
 

も
、
婁
の
毛
が
伸
び
る
、
つ
め
が
伸
び
る
、
曲
が
生
え
桔
 
 

わ
る
、
そ
し
て
成
長
を
続
け
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
 
 

す
。
 
 
 

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
小
児
の
長
期
脳
死
準
例
 
 

は
・
い
わ
ゆ
る
臨
床
的
脳
死
と
診
断
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
 
 

ず
、
臓
器
移
植
法
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
膳
橘
な
法
的
脳
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